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「地域資源をどのように把握・活用するか
--- 中部大学の取り組み」

福井弘道
中部高等学術研究所
国際ＧＩＳセンター
恵那SDGs先端研究拠点

CNコアリション岡山大学シンポジウム
「中山間地域の脱炭素化を通じた地域創生」

２０２４年９月１日（日）

セッション２：「森林資源を利用した脱炭素へのアプローチ」
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自己紹介、大学紹介
中部大学の恵那での取り組み
森林資源量の把握
生物多様性の把握
里山プラットフォームの構築と利用

今後の展開

本日の話題提供
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１ 自己紹介
大学紹介

Where I am from



4

名古屋大学理学部地球科学 一人学際 10y
Think Tank 環境・国土計画 10y
慶應大学SFC 総合政策、メディア・ガバナンス 15y
中部大学中部高等学術研究所（2011～） 13y
国際GISセンター（デジタルアース共同利用・共同研究拠点）

一般社団法人環境創造研究センター 理事長（2013～）
中部大学副学長（2022.4～）恵那SDGs先端研究拠点長

自己紹介

研究分野：地球環境学、空間情報科学、持続可能システム、山と温泉

福井弘道 1956年生、兵庫県出身
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中部大学の概要

濃尾平野の天香具山
：春日井キャンパス

43万m²

34万m²

開学 1964年 中部工業大学
建学精神 「不言実行、あてになる人間」
愛知県春日井市にメインキャンパスをもつ私立の総合大学
岐阜県恵那市に恵那キャンパスを持ちSDGｓ研修活動を推進
8学部27学科、6研究科（博士前期・修士）、5研究科（博士後期）
理事長・学長：竹内芳美 総長：家泰弘 名誉総長：飯吉厚夫
教職員：732名 学生数：11379名 （2024.5.1）

自然の豊かな恵那キャンパス
現在は学生が研修で利用

2024.5.1学生数

大学 11009（3206）
大学院修士 324
大学院博士 46 （97）

計11379
（女子29.03%）

総合大学の強みを生かして、文理医教融合、深く広く学び、専門性を備
えた万能型人材である「スペシャライズド・ジェネラリスト」を養成

恵那市にある
唯一の総合大学

連携協定（2020）

学生集団が人口100人の村だったら

工学部

経営情報学部

国際関係学部

人文学部

応用生物学部

生命健康学部

現代教育学部

理工学部

大学院

【女性比率】
学生 29.03％
専任教員 31.12％
専任職員 38.59％
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1春日井市にある
唯一の総合大学

連携協定（2006）
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中部大学のSDGsの取組み

大学と社会をつなぐ
SDGs超学際研究を先導
（自然との共生、CN）

社会実装「未来のありたい地域社会像」
大学が持つポテンシャルを活かして、
産学官による研究開発・社会実装を推進

超伝導先端研究、
脱炭素先進研究、
AI、GIS研究

学部横断型のSDGs発表会、
シンポジウム

SDGs教育の国際ネット
ワーク（ESD-RCE）

本学のSDGs活動：研究 / 教育 / 地域・国際連携

学長認定資格（合計20単位）
「自学科SDGs科目」8単位
「全学共通SDGs科目」8単位
「他学部SDGs科目」4単位
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中部大学 国際GISセンター

 2011.4 中部高等学術研究所の附置研究所
 国際GISセンター開所

 2012.4 私立大学戦略的拠点形成事業
 デジタルアース（俯瞰型情報基盤）による「知の統合」拠点（5年）

 2014.4 文部科学省共同利用・共同研究拠点
 問題複合体を対象とするデジタルアース研究拠点（6年）第一期
 ISDE Japan Chapter 2017-

 2020.4 共共拠点継続認定 第二期（2020.4－2026.3）

International Digital Earth Applied Science Research Center (IDEAS) 
at Chubu Institute for Advanced Studies, Chubu University

地域で発生している現象をモニタリング、生データを共有し、処理・分析してその意味
を解釈するとともに、全体を俯瞰して分かりやすく多次元で表示／広報し、さらには将
来を設計、合意形成していくといった「新しい実学」の創造を社会実験を通して探求
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意思決定支援

デジタルアース (俯瞰型情報基盤)による熟議、知の統合

リアルタイム
シミュレーション

不確実性の可視化

社会分野
データ…

地理分野
データ

工学分野
データ

環境分野
データ

データの融合

企業 自治体

市民・NGO

各種主題図
都市計画図
ハザードマップ

口コミ等
個別情報
災害時：避難状況

リアルタイム
モニタリング

衛星・UAV・センサー・情報収集車・調査

大型マルチモニター付き会議室
危機管理・対応検討室

連動

IoT、オープンデータ、
市民科学
スマートグリッド
ユビキタスセンサ
インフラ空間データ
統計・地図

大学

観測値
計算値
研究データ

デジタルアース
(俯瞰型情報基盤)

迅速な状況把握
対策検討
情報発信
発言・議論
合意形成 状況把握

情報発信
発言・議論

サイバー会議室

専門的説明
根拠説明
発言・議論

技術情報
支援技術
ニーズ把握

様々な主体が相
互の情報を統合
し閲覧、包括的
な議論ができる
「場」を提供

エビデンスに基づく
熟議を支援

知の統合・再編成
集合知

結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

防災情報
発言・議論

災害時 被災状況等
収集データ
ロボット

Physical
リアル空間

Cyber
デジタル空間

Digital Twin, CPS（Cyber Physical System）/ IoT社会, DX

ビッグデータ

AI
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デジタルアース共共拠点の全体の研究計画
現在は地域から地球レベルの様々な「リスク」に直面し、そのリスクは相互に関連し、
複数の学術分野を横断する、不確実性をはらんだ「問題複合体」を構成している。

共同利用共同研究拠点
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デジタルアースルーム

エビデンスベースの熟議を支援

危機管理情報収集車両

無人飛行機（UAV）

デジタルアースの共同利用研究設備と参加者

デジタルアース
サーバ群

衛星インターネット
360度3次元カメラ

GPS

3D プリンタ

電子テーブル
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有人機、ドローン等による災害被災情報収集手法の研究
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地盤変化量の計測：LiDARを使った3Dマッピング

五十洲漁港 before after

Google earth より

３D→２D変換
海岸線の標高の変化から
隆起量を計算

中部大学「問題複合体を対象とするデジタルアース共同利用・共同研究拠点」2023年度共同研究【IDEAS202307】
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中部大学のCNに向けた取組 CN大学コアリション

１．地域連携の好事例
①恵那SDGS先端研究拠点

恵那キャンパスを中心に、東濃5市と
の連携拠点

「ローカルSDGsの達成」・「地域循環共生圏の実現」を目指して、本学の有する人
的・知的資源・ネットワークを活用することにより、科学的知見に基づいた、政策の企
画立案を支援。具体的には、地球温暖化防止実行計画の立案や地域が抱える広域的課題
の同時解決、さらにはコロナ後の新しい持続可能な社会システム・カーボンニュートラ
ル（CN）、地域共生の創造に取り組む研究と教育および社会連携事業を実施。

②高山市SDGS未来都市

事業の例
１）脱炭素先行地域の実現と地域課題（過疎化、医療、災害、野生生物等）の同時解決。

地域共生に関する研究と教育。地域のCN達成に向けたシナリオや計画づくりを支援。
地域の再エネ最大限の導入計画、地域炭素マッピング、Cクレジット、地産地消、循環型経済。
持続可能な災害に強いレジリエントな地域社会、流域治水、森林管理、見守りシステム。

２）withコロナ＋リニア開設後の、歴史と自然を生かした新しい中山間地域の創造（NBS）。
３）ローカルSDGs達成、誰ひとり取り残さない社会創造に向けた課題研究、指標の可視化。
４）恵那SDGsキャンパスのマスタープランの検討

独立型の再生エネルギーシステム、燃料電池、水素製造、超電導送電、バイオ発電等の活用
ゼロエミッションパイロットプラントの研究開発と実装。
学生や地域のフィールドワーク教育拠点（副専攻、アントレプレナー養成）

高山学、飛騨高山ブランドをキーワードに、経済、社会、環境をつなぐ、SDGsパート
ナーシッププラザの企画運営支援

③春日井市GIS研究会 空間情報プラットフォームの構築と利用のための、春日井市との協働研究の取組を十
年以上続けている。
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２ 中部大学での取組

中部大学では恵那キャンパスSDGs先端研究拠点を中心に、
脱炭素社会・人口減少社会における地域のあり方について、
社会実装を念頭に研究しています。
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地域共創の場への提案概要（今年度も不採択）
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衛星AI基盤モデルと環境DNAによる時空間分解能の高い生物多様性指標(EBVs）を用いた、
炭素中立と自然再興のシナジー効果を評価する総合指標の可視化プラットフォームの構築

環境研究総合推進費への提案（昨年不採択）
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モーターグライダー、
VTOLドローン計測

(高精度の樹種分布、森林材積、
森林二酸化炭素固定量、農林地境界確定等)

小流域・大気の環境遺伝子分析
(高精度生物種分布データの取得)総合分析

（関連データ、社会経済分析結果、里山ゾーニング指標等の可視化）

人工衛星解析等からの算出
(広範囲・高精度自然資源分布の算出)

恵那市をフィールドに試験研究の推進

中山間地域に共通の
問題複合体を可視化

Digital Twin
情報プラットフォーム

令和グリーン検地高解像度カメラ、Lidarセンサ

◯特定（外来）種
◯種数、多様性
◯生息範囲
◯同時期・広範囲調査

自然資本の把握①森林資源量の把握 ②生物多様性の把握

③里山プラットフォーム
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リコー恵那の森中山道協議会との協働研究 ①森林資源量の把握
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vbvb

森林簿・植生区分図

再
現
性
？

標準木調査

CO2固定量(t/yr)推定

従来手法

リモートセンシングやAIを活用した森林のCO2固定量の計測

＋
詳細な空中写真
レーザーデータ

最先端テクノロジーによる新手法

植生分布図の半自動作成

AI基盤モデル等を
適用した画像解析・
点群解析

モーターグライダー
(季節毎)

地球観測衛星
（通年観測）

森林モリタリング

リコー恵那の森協議会との協働
リコー恵那の森で蓄積されている
標準木調査成果など既存情報

データ＋
新規計測

恵那市全域の
CO2吸収量算出

脱炭素社会に向けた
環境マネジメント

①森林資源量の把握
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Aタイ
プ

Bタイ
プ

Cタイ
プ

プロット調査

成長量推定(t/ha）

Aタイ
プ
α

Bタイ
プβ

Cタイ
プ
γ

独自台帳
(or森林簿）

Aタイプ：SA(ha)
Bタイプ：SB(ha)
Cタイプ：SC(ha)

リコーの森CO2固定量＝
SA*f(α）＋SB*f（β）＋SC*f(γ)

f は生長量からCO2固定量を算出する式：
http://www.ffpri.affrc.go.jp/research/dept/22climate/kyuushuuryou/等

Step1:調査地の選定（経験的）

Step2:実測調査による成長量推定（材積表・収穫予想表利用）

Step3:リコーの森のタイプ別面積集計

Step4:リコーの森のCO2固定量の推定

Step1:調査地の選定（リモートセンシング解析による森林
タイプゾーニングマップ：エビデンスに基づき：例、樹種
構成や林齢）

E’タイ
プ

D’タイプ
A’タイプ

B’タイプ C’タイ
プ

Aタイ
プ
α

Bタイ
プβ

Cタイ
プ
γ

Eタイ
プ
δ

Dタイ
プ
η

追加プロット調査

成長量推定(t/ha）

Step3:リコーの森のタイプ別面積集計

Step2:実測調査による成長量推定（材積表・収穫予想表利用）

Aタイプ：SA(ha)
Bタイプ：SB(ha)
Cタイプ：SC(ha)
Dタイプ：SD(ha)
Eタイプ：SE(ha)

リコーの森CO2固定量＝
SA*f(α）＋SB*f（β）＋SC*f(γ) ＋SD*f(δ) ＋SE*f(η)

Step4:リコーの森のCO2固定量の推定

超高密度ドローン
レーザ点群

デジタル
樹幹解析

樹齢

材積

区分求積

材積生長把握

Step2の改良：収穫予想表利用→実測

Step1、2の統合：リモートセンシン
グ時系列データから蓄積生長量を直接
計測

第二段階の成果
をGrand Truth
として活用

成長量直接計測(t/ha）

森林タイプの細分

これまでの方法

研究要素（解決すべき課題）：
・デジタル樹幹解析が可能か？
・点密度必要条件・点群から樹木
オブジェクトの抽出

研究要素（解決すべき課題）：
・異なる時期の差分は、成長量を
反映しているか？

研究要素（解決すべき課題）：
・どの精度でどこまで細分可能か

CO2吸収量の算出を精緻化 ①森林資源量の把握

http://www.ffpri.affrc.go.jp/research/dept/22climate/kyuushuuryou/


21

MG
データ

・社会経済データ(jSTAT)
・気候変動データ(A-Plat)
・その他(DMSP等)

外部既存データ

モーターグライダー（MG)等の高分解能データ取得

AI・画像解析による分類と森林炭素蓄積量評価

「生物多様性関連指標算出」

環境遺伝子調査

環境単位と生物種分布の相関モデル作成

AI基盤モデル

MG
Foundation

Data 

Hugging Face
森林分析用
チューニング

衛星データ
土地被覆・

樹種分類データ

森林炭素
蓄積量データ

MGデータ（検証データ）
高精度
土地被覆
樹種分類
データ

高精度森林
炭素蓄積量
データ

小流域毎の
生物種

分布データ

RS・生物種
相関モデル 微環境情報

GTGIS
(詳細グランド
トルース)

里山的環境
評価指標

(シナジー指標)

高精度
生物種分布
データ

定量検証済みデータ

社会経済・気候変動の
影響反映モデル

衛星による
土地被覆・樹種分類
炭素蓄積量データ

成果物 成果物

里山的環境
評価指標

(シナジー指標)

成果物

衛星分類結果
に基づく生物
種分布データ

成果物

里山情報
プラットフォーム

(対話型)
AI分析モデル

MG分類結果

衛星
データ

里山環境度
評価モデル

現地調査
長期時系列
土地利用変化

大気中の
生物種

分布データ

生物多様性関連指標を精緻化 ②生物多様性の把握



22

えなの森 里山プラットフォームの構築

●えなの森が目指す姿
豊かな自然環境と共生できる郷土の森

〇希少種等、多様な生物が保全されている（地球環境保全）
（主な活動）雑草木の刈払い、枯損木の除去、定期的な植生調査

〇地域の子どもたちの環境意識醸成に貢献している（次世代育成）
（主な活動）子ども向け自然教室、観察会、クラフトづくり、森林保全リーダー育成

〇地域住民の生きがいづくり、健康増進等に貢献している（コミュニティ発展）
（主な活動）散策道の整備、森林整備ボランティア、体力促進ウォーキング

●目指す姿の強化に向けた提案
〇豊かな自然環境と共生できる郷土の森
・100年後どんな森になっていたいか、ビジョンを見える化し
共有

→DX技術で現状の見える化・将来の見える化

〇地域の子どもたちの環境意識醸成に貢献している
（次世代育成）

・現地の四季を家に居ながらに24時間365日分かる
・イベントの告知やアンケートを双方向で一元管理
・森の生物の理解を深める（存在を知る→生態を知る→守るに
は人はどうしたらいいか考える）
→DX技術でデジタル・フィールドミュージアムで疑似体験と
学習を促進（バーチャルツアー・遠隔教室・市民科学）

〇地域住民の生きがいづくり、健康増進等に貢献している（コ
ミュニティ発展）
・100年後どんな森になっていたいか、ビジョンを共有した森
林整備

（仮称）リコーえなの森プラットフォームの整備
（インターネット上に構築する仮想森林空間）

支援ツールの提供

③里山プラットフォーム
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生物・文化などの
既存データベース

森林ゾーニング
マップ

ドローン映像・レーザ
測量データ・GNSS精
密測量

カメラ映像・動物
検出

夜間カメラ映像・動物
検出

これまでの活動・調査データのアーカイブ

シナリオB施業

シナリオA施業

シナリオC施業

CG/VR/ARを使った施業シナリオ別100年後の森林の
可視化をしてビジョンの共有

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

現状の可視化

居ながらにして森を身近に感じる。
より多くの人と 森の今と「えな
の森」の目指すものを共有

バーチャルをキッ
カケに現地探訪

リコーえなの森プラットフォーム
バーチャル空間にリコーえなの森を構築

デジタルコンテンツ化

より深く知る

将来の見える化

③里山プラットフォーム
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地形の情報 活動の情報木
本

草
本

動
物

昆
虫

モーターグライダーセンシング UAVセンシング カメラセンシング センサーセンシング

その他の情報

地学知見

生物知見

文化知見

リコーの森の
オリジナル情報

中部大学で構築する情報

既存情報

オブジェク
ト抽出

モデリング

オブジェク
ト抽出

モデリング

コンテンツ構成図 ③里山プラットフォーム
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1966-70の様子

植生図

RICOH えなの森里山プラットフォーム コンテンツ表示例

動植物分布と
過去の森林の状態の比較

航空レーザデータを加工した微地形図

動植物の分布の理解
や今後の森林保全活
動の参考に

現在の状態 保全活動シナリオA

保全活動シナリオB[

見える化
合意形成

理想の森を目指して
CG/VRを活用した森林の
遷移誘導を見える化

土地利用図

1983-97の様子

現在の様子

岐阜県森林研究所 ぎふ森林情報WebMAP

③里山プラットフォーム
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Google Earth上に1㎞メッシュの植物種数分布を可視化 ③里山プラットフォーム
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３ 今後の展開
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未利用資源の利活用の検討

恵那市における林道網から
200m以上離れている林地
の状況。
（2000−2020年実績）

(ロボティックス＋ドローン集材＋DX)

ロボットが倒木を自動認識し、運べるサイズ
に玉切り、林内の所定の場所に集材する。そ
の木材を上空から自動認識し、林道脇に集積
するドローンを開発する。

約8割の森林が林道からの距離
が遠く、採算が合わず現地に
切り捨て間伐されて、残置さ
れている。

恵那市では毎年500haの森林が間伐されているが、その8割が放置

木質バイオマス発電
チップボイラー
ペレットストーブ

再生可能エネルギーの
最適供給システムの構築

エネルギーの地産地消の実現を目指し、域
内で調達可能な木・太陽・風などを利用し、
蓄電システムを活用、地域でエネルギーを
融通しあえる仕組み（スマートグリッド）
を構築する。

③里山プラットフォーム
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これから後のスライドは、参考資料です。
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脱炭素先行地域、地域循環共生圏の社会実験を恵那、東濃で

地域共生・裨益型 再エネ促進地域

中部大学恵那SDGsキャンパス、恵那電力

生物多様性、自然環境
の持つ多様な機能を賢
く利用するグリーンイ
ンフラ、NBSを活用

自然との共生が危機の
回避に、グリーンイン
フラからグリーンコ
ミュニティへ、生態環
境都市・地域へ
（涌井）
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恵那市の地球温暖化対策実行計画の策定 地域経済循環分析
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森林吸収源の計量精緻化

自治体のゼロカーボン計画支援
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営農型太陽光発電

バイオマス発電

恵那SDGs先端研究拠点のこれから 東濃知的創造拠点

東濃危機管理センター

追加レフュ－ジア
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「デジタル社会自然史進化学？」
人間と自然を一体としてとらえ（one health)、
社会経済のレジリエンスを向上する総合智の探究
バランス・物質循環、接続性を考える人新世の科学

学際ハブ：「社会―生態システム」の持続可能性探求拠点

社会―生態システム
の必須変数

気候変動×生物多様性
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DX・GXなど成長分野の人材育成にむけた改組案

多くのステークホルダーと熟議・協働して、地域社会経済発展＋グローバル課題解決を牽引

学内の連携 学外との連携

リベラルアーツ、哲学・価値観・リスクの理解・俯瞰的知恵

言語・文化・自然

デジタルスキル(AI/GIS/….)

【フィールドW】
地域の複合課題
解決をデザイン・
プランニング

コア：工学・エネルギー学
＋人文社会科学・・

（工学関係の学位の取得）

コア：農学・生態学
＋人文社会科学

（農学関係の学位の取得）

地域デザイン学科 環境デザイン学科

未来社会デザイン学部
(融合・協働のHUB)

【新学部と連携】
(講義・プロジェクト科目)
地域課題解決に向けた
専門知・技術を応用
環境保全教育研究センターと
フィールド科目を連携

【学部の利点】
・卒研等のテーマに(応用先)
・協働できる専門性の獲得
・他分野と情報交換
・企業や自治体等と交流

・他大学
(名古屋大、)
・自治体
・企業
・研究所
・NPO

etc.

・国際関係学部
・人文学部
・応用生物学部
・経営情報学部
・現代教育学部
・生命健康科学部
・工学部
・理工学部

【新学部と連携】
(講義・プロジェクト科目・
インターンシップ等)
具体的な地域課題解決に
向けた協働体制

【先方の利点】
・地域課題改善
・他大学と相互講義
・進学時の学生採用
・卒業後の人材確保
・相互の交流機会

DX・DX
グローバルなルール

トランスディシプリナリーの促進(文理医教融合)

エネルギーの転換やDXを通じたウェルビーングの実現など、
経済社会システム全体の変革を実現するGXを先導できる人材育成

総合的な地域科学の創成

・地域社会学
・人口論
・循環経済
・歴史文化
・再生可能エネルギー
・公共政策
・CN、脱炭素

・自然生態
・森林資源
・野生生物
・気候/気象
・物質循環
・水、エネルギー循環
・環境問題

可視化・行動

理系

設計・分析

構造化
情報化

調査/
モニタリング
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CNに貢献する大学等コアリション



37

様々な支援ツールをDigital Earth上に統合し、
真のプラットフォームに

地方公共団体実行計画（策定・管理等支援システム[LAPSS(ラップス)]）
再生可能エネルギー情報提供システム[REPOS(リーポス)]

環境アセスメントデータベース[EADAS(イーダス)]

地域経済循環分析
都市地域炭素マッピング
環境省ローカルSDGs ー地域循環共生圏づくりプラットフォームー
気候変動適応情報プラットフォーム

国立環境研究所、環境展望台、環境GIS

土地利用調整総合支援ネットワークシステム（LUCKY）
ハザードマップポータル
カーボンニュートラル達成に貢献する大学等コアリション（地域ゼロカーボンWG）

Digital Earth Platform
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無居住地化する国土（2050年には2015年の有人メッシュの約２割が無居住化）

人口減少が進む
必要とされない土地が増える
国土（農地・山林）が荒れていく
風水害の被害が大きくなる
国土の防衛に支障をきたす

国土の半分に人が住む(2015）
↓2050年
うち2割に人が住まなくなる
うち3割で人口は半分以下に

コンパクト＋ネットワーク
（デジタルを活かすDX）
（生態系を活かすGX）

定住人口
交流人口
関係人口（継続的に関わる）
全員参加で考える

人の住み方、土地の使い方
人が分散して住むと
・国土に人の眼が届く（管理）
・暮らしに必要なサービスや
インフラに費用がかさむ

バランス、均衡をどうするか

「地域生活圏」
人々が安心して暮らし続けること
ができる圏域（新たに10万人？を単位）
地域の関係者がデジタルを活用して自ら
デザインする新たな生活圏
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中部圏７県の人口推移（2040-2015）
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中部圏７県の人口推移（2050-2015）
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都市化 生物多様性

流域生態系、グリーンインフラから考える国土

都市化×流域 生物多様性×流域
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• 自然の力、生態系サービス
の限界（環境容量）を知る

• その範囲で自然を制御し、
生態系サービスを最大化、
持続性を担保する。

• 農業・工業用水
• 伊勢三河湾集水域

水源域
＝奥山＋里山
奥山＋生態系×人間
30by30 OECM

One Health

ウィルス、微生物
動物由来感染症グローバル化

アニマル
ウェルフェア
家畜飼育管理

CN（ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ）
生物多様性
災害

アジアの流域圏へ
GLOF（ヒマラヤ）

気候変動適応中部広域協議会
水資源分科会資料

将来の人の住まい方、土地の利用の仕方を総合的に検討する
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学問の総合化と研究成果の社会実装

循環研究ループ流の加速

研究には、①分析的方法に依拠する「観察型研究」、②設計的方法に依拠する「構成型研究」、③統合的方法に依拠す
る「開発型研究」の流れがある。
これらの研究に基づいた提案を、「行動者」が受け取り、提案を選択して行動することで、「社会および自然」に効果
と変化を与え、さらにそれを評価する観察型研究が再スタートするといった研究の循環系のループを加速する。
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サステナブル中部圏を実現
する課題の例

・地域・地球規模での気候
変動の科学的理解の促進と
予測に基づいた社会の具体
的な適応計画

・ダイナミックに激甚化す
る自然災害のメカニズムの
解明と予測に基づいた社会
の減災計画

「デジタルツイン」構築と拠点機能の強化：拠点機能の強化
1-1 デジタルツインの構築
1-2 オープンデータ、サービスのオンライン交流拠点の整備
1-3 オープンサイエンス、ネットワークの強化

領域統合と役割連携によるフルスケールの研究の実施
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デジタルツインの社会実装
Evidence based Policy Making

分野横断した協働の風土醸成 sharing Data, Apps (Modeling)

人新世の社会生態学に向けて（ポストSDGs）

GeoAI Disruption
Spatial Search
Prediction
Generative AI
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If you built it, he will come!

30年前

Kevin Costner leads the Yankees and 
White Sox out of the cornfield at MLB 
at Field of Dreams!     2021
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Digital Earth for Future Earth,
SDGs, ..

Call for collaboration!
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